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・アレルギーだと言われても・・・

・月日が経っても・・・

患者・患者家族の現状

患者会は医療格差を

大きく感じています。



患者の役割・家族の役割を理解する
（役割が明確になることで意識が変わる）

•医師と情報を共有し、信頼する

•処方された薬などを適切に使用する

•治療することを諦めない

•アレルギー疾患の医療提供体制への参画意識

患者・患者家族の課題



•幼稚園、保育園、学校関係者、行政の研修が

開催されるようになり子どもを守る体制作り意識
は数年高くなってきている

•患者家族の意識・知識・理解などが遅れており

患者・家族が置いてきぼりになっていることが

多い

•保護者の認識や個々の問題意識が違うため、

情報共有ができにくい

その反面



患者から見た学校の現状

•担当医によって治療法や対応が違うため

一律の対応が難しい場合がある

•園、学校によっても市によっても

アレルギー対応やエピペン®の取り扱い対応が
違うため先生方も困惑する



患者から見た市町村の現状

•市町村ごとにアレルギーに対する認識が違うた
め、なぜあそこは出来て、ウチの市ではなぜで
きないのか疑問がずっとある

•アレルギー対策をしているのか？していないの
か？わからない

•話は聞いてくれるけど、解決しない

•縦の連携はあるが、横の連携が

ないので話が進まない



患者から見た社会の現状

•アレルギーに対する認識が人によって違うため
就職先から理解されない。就職できない。

•食物アレルギーが原因で食べられなくても

好き嫌い・わがままと思われる

•マスメディアからの情報、インターネットでの
情報が混乱しているため、正しい情報がみんな
わからない



相談内容から見える患者の医療連携の現状

•移行期に向けての体制ができていない

•病院と行政の連携がとれていない

•専門病院に通うと開業医からは一歩引いたような目で

診察される

•重度のアレルギー児は「うちでは診れない」と断られ、その後
の病院紹介がなく医療連携がない

•紹介状、セカンドオピニオンなどがスムーズにいかない。

•地域・患者・病院などそれぞれに連携がない

•同じ病院にかかっているのに主治医によって指導方針が違う

•紹介状、セカンドオピニオンなどがスムーズにいかない

患者の状態に合った病院に辿り着くのが難しい



2018年8月4日開催講座アンケートより

・大阪府がアレルギーの取り組みをしてくれている事を初めて
知りました。なかなか情報が入らないのでもっと情報を

身近に感じれたらありがたい。

・大阪府がアレルギー疾患のことで取り組んでいる事を知らな
かった

大阪府・市町村等で取り組んでいる取り組みを
医療関係者、行政、患者家族が

把握できていない

現状



• 医療の整備 専門医の知識・技能の向上

（医師の質 的確な診断・重症度に合わせた治療・投薬）

• 患者、患者家族の環境背景を考慮したサポートシステム

（レスパイトケア、地域子育てサポートと連携など）

• 子どもの成長、未来を見据える、就労、高齢などに応じたアレルギー疾患医療連携

• チーム医療を円滑に行うための医療関係者窓口になってほしい

（地域医療の底上げ、予防医療の底上げ、行政・病院・看護師・薬局などの

相談窓口）

• 知りたいときに信頼できる同じ情報を得ることができる

• 子どもを持つ保護者にとって一番身近で相談しやすい保健センターで情報をもらえ
る体制

医師教育・相談窓口・連携体制作り

患者が安心できる体制作り



①大阪府のアレルギー疾患対策に関わる全ての
機関を守ってほしい（押しつけ、怯えての連携ではなく守りあう連携作り）

②アレルギー疾患対策に関する継続的な研究、正しい情報の
発信・啓発

③子どもの成長、未来を見据えたアレルギー疾患医療
提供体制

④アレルギー疾患患者の減少・予防に向けた医療提供体制

⑤大阪府アレルギー疾患ポータルサイトから厚生労働省の
補助事業として「アレルギーポータルサイト」がすぐに
辿りつけるようにしてほしい

大阪府に望むもの



いつでも・どこからでも・だれからでも
一貫したアレルギーと言えばココという

情報提供サービス

・厚生労働省・一般社団法人日本アレルギー学会
・大阪府アレルギー疾患対策ポータルサイトより引用



お金をかけなくてもできる情報提供

日本小児アレルギー学会より引用



食物アレルギーで悩んでいる人の大半が
乳児湿疹でまず最初に悩んでいる！！



•同じ思いをアレルギー専門医を持っていたことを知り、

保健センターとの話しをし、大阪狭山市が動いてくださっ
た結果 ２０１３年５月より３者協働事業として

『乳幼児スキンケア講習会』を行うようになった！！

5年が経過し、乳幼児スキンケア講習会の結果は・・・
・専門医と保健センターが検証している
・サークルとしては大阪狭山市民から
アレルギーに悩むお子さんが減ったと実感している



医療従事者だけでなくその一歩前の支援機関が
必要だと実感している



•産前・産後の教室でのスキンケアのお話し・情報提供

•始めの悩み→乳児湿疹があるお子さんが多数

•→相談窓口（産科、健診時の保健センター、小児科）

•健診時のスキンケアの啓発

•身近な場所でのスキンケア講習会

•乳児湿疹重症化減少→アレルギー疾患の予防、アトピー性皮膚炎

重症化予防

•保健センターでのスキンケア講習会実施により気軽に参加できる。
（保健師・栄養士・助産師の知識向上）

•乳児ではなく高齢者の褥瘡のケア・予防にも繋がる

・保健センターのアレルギー疾患対策への参画
・保健師・助産師・栄養士への研修

保健所・保健センターとの連携



安心安全の為に作ったノート



・患者がアレルギー疾患対策を実感できる

・正しい診断、治療、検査の実施

・希望がもてる医療連携体制

・関係機関共通の情報発信・情報共有

・患者の声、現場の声をきいてほしい

大阪府のアレルギー疾患対策に望むもの



NPO法人アレルギーを考える母の会より引用



•病院に通っているのと治療しているのは違います。

•患者・患者家族は治したい思いでいっぱいです。

•協力できることは協力させてください。

命を守る環境、連携の実現を

期待しています！！！




